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試作した載荷試験装置のローム層地盤における実験結果について

安藤　高明＊
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　Asuperficialstratumonhillsa，ndup肱nd，sinKw＆nt6plainisma・inlycomposedofvo1－

canic　earth，so－called“Kwantδ10am　beds”．The　beds，however，hold　much　di伍culty　to　solve

丘om　the　view　point　ofsoi1－mechanics、The　author　has　conducted　loading　test　on　the　loam　beds

of　two　Ioca・tions，by　using　the　newly　designed　portable　apparatus，which　is　easy　to　handle　and・

able　to　measure　thcク観45舵350fnya　soi1．This翫pp＆ratus　ha．s　been　proved　ef琵ctive　fbr　practical

researches，because　it　does　not　require　an　extensive　area　and　c翫n　diminish　sparetime　fbr　insta1－

1ation，me乱surement　and　evacuation．

　　　The　experiment　was　perfbrmed　on　the　upland，mantled　with　the　loambeds　near　Sawara

City（Chiba　Prefもcture）＆nd　Iwatsuki　City（Saitama　Prefbcture）．The　ground　offered　as　an

o切ective　example　was　Tachikawa　loam　bed（the　uppermost　member　of“Kwant610am　beds，，）．

The　author　could　not　decide擁145ヶ655∂α」脇ofthe　loam　bed，by　observing　the　curve　shape　of

load．settlement　figures　which　illustrates五eld　experiment　d＆ta．But　he　could　se我rch　an嘘茗η厩θ

66α漉96砂α6吻which　gives　rise　to　ground　yieldings　and　a　loπ9一オ67魏αZJoω訪18ゐ68吻8襯」π6against

overloading，as　fbllows：

Item

衡1伽α励θα吻96吻6」砂

♂oη9一哲粥αJJoω副66θα吻9∂ぬ6

ground　of　Tachikawa
　　lo乱m　bed

22。5t／m2

7，5t／m2

　　　The　strength　of　Tachikawa　loam　bed　at　the　two　Iocations　is　classi£ed　between“soft，，

and．“r乱ther　stiff，，．There　is　no　local　di鐙rence，though　Sawara　is　at　the　distance　of75km伽

丘om　Iwatsuki。

1．　まえがき

　関東地方における産業道路建設の地盤ならびに路床に

関し，土木地質の観点から問題となるのが，関東ローム

層の本質（火山灰質粘性土の性質）ということである。

　当地方の台地は周知のごとく，その大部分を火山起源

に由来するいわゆる“関東ローム層”によっておおわれ

ている。この堆積層序区分は南関東にあっては，多摩・

下末吉・武蔵野・立川の4層に大別され，黒色帯や軽石

層を介在する特徴のものである。

　この地層は土質工学的性状においてもきわめて複雑で

　＊昭和46年11月11日生田試験地において地辻り実験中に殉職。

あり，未知の分野が多く，時には膨潤あるいは流動化・

泥状化（軟弱で鋭敏比の高いため）などの現象を起こす

ことがある。

　千葉県北東部や，茨木県・埼玉県南部の台地上では悪

路が多く，乾燥期には黄塵が舞い，湿潤期には泥檸と化

す。このような地質地盤は，各種工事を実施する上で

も，取り扱い上まことに不都合な性質をもつ地層といわ

ざるを得ない。そこで最近この取り扱いにくい地層につ

いての具体的措置を講じようとする研究注工）が，各機関

において進められ，着々その成果を発揮注2）し来つつあ

　注1）道路のみならず・崖崩れ・地辻りなどの災害に関するものも含
　　　む。
　注2）例えば，日本道路公団では土質改良の一法として，東名高速道路
　　　では石灰によるローム安定工法が用いられた。
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る。

　筆者はローム地盤に対する現位置試験のうち，土の支

持力に関する一部門を担当し，試験地点を換え，異なっ

た地域の性状対比の意味も含め，新たに開発した試作載

荷試験機の性能実験を行なうとともに，地盤支持力の測

定試験を実施した。

　載荷試験そのものを端的にいえば，原位置において直

接荷重を加え土の強さを調べ，求められたその値をもと

に，載荷板の大きさと載荷面の沈下との関係から，その

地盤上に置かれる構造物などの許容支持力を推定するも

のである。

　第1次実験地は，千葉県佐原市字与倉地先国道51号線

沿いの台地上，第2次実験地ぽ，埼玉県岩槻市太田城

趾公園内の台地上である。後者の地点においては，同じ

時期に化学薬品注3）による地盤固結試験も実施されたの

で，この加工されたローム地盤の支持力と，無加工であ

る自然地盤の支持力の対比をも併せ行なってみた。

　主要目的は試作した試験装置の実用的性能を知るため

と，他は特定地盤土の強さを知るための試験として行な

ったものであり，その実験結果の報告である。

　試験を実施するにあたり，地元佐原市および岩槻市か

らは用地その他にっき色々と御協力を頂いた。また新載

荷試験装置の実験に際しては，武蔵工業大学土質研究室

神山助教授より貴重な御助言と御指導を頂いた。ここに

厚く謝意を表する。

2．新規考案による載荷試験装置について

　例えばベイン勇断試験器・貫入試験器などの現位置試

験機（in　situ即paratus）による地盤支持力測定法では不

確定な場合とか，あるいは構造物の重要度によっては，

とくに構造物の基礎面の荷重強さと同じ荷重強さを地盤

に加えてみるという直接的な関係にある載荷試験を行な

い，その結果を併用して，地盤支持力の判定を下すこと

が望ましいとされている。

　土の強さを知る試験として，地盤の載荷試験が利用さ

れるものに次のような分野がある。

　1）道路・滑走路などの舗装版厚を決定するために行な

　　う試験

　2）構造物基礎の支持力を求めるために行なう試験

　3）地盤土の強さを知るために行なう試験

　4）その他

　従来この種の載荷試験を実施するには，彪大な施設・

注3）　地盤固結化の実験に用いられた薬品は，過燐酸石灰・硫酸・塩化

　　第一鉄・珪弗化ソーダなどで，これらの配合方法などについては

　　渡辺和衛等の論文を参照されたい。薬品処理が実施された地点番

　　号はNo．3であり・載荷試験時の1カ月前であった。

面積と時問，ならびに労力を必要とし，能率的な作業を

行なうに困難≧不便さを伴うものである。これらの障害

に対しその影響を最少限にとどめ，迅速かつ能率的に設

置測定ができるよう，新たに考案試作したr圧力下達お

よび圧縮用半月型ビームを水槽式重錘に連繋固定させる

装置（地盤調査用）注4）』を使用して，初めてローム地盤

について載荷試験をおもに前記の第3項を主目標として

実施してみた。

　試験地点の標高は，佐原地点で海抜約35m，岩槻地点

で約13mであって，試験の対象となった地盤は佐原・岩

槻の両地点とも，ローム層の最上部立川ローム層であ

る。

　なおこの載荷試験実施地点の近くでは地質ボーリング

（深度25m）が行なわれ，標準貫入試験などの諸試験が

行なわれたほか，室内試験用の試料も採取され，粒度・

稠度・自然状態・圧縮・圧密など，物理・力学の諸試験

も行なわれているので，その結果との対比もできるよう

にした。

　　　　　箕輪　荒＼　擁

・
．
灘

　　　　　　　　横根　　　　　　　黒谷

　　　　　　1、、

◎載荷試験位置

0　　　　　　　　　1000　　　　　　　　2000m

　　　　　　ス　

第1図　実験調査地点位置

注4）尾原・安藤によって考案試作した試験装置　（特許出願中No43

　　－014648）

50一（50）



試作した載荷試験装置のローム層地盤における実験結果にっいて（安藤高明）

　関東ローム層の層序区分は，一般地質によって明らか

にされているので省略するが，同時期に行なわれた密度

・水分計注5）による測定結果では，深度2m付近に計数

値の急激な変化を示す箇所がみられることから，おそら

」俳 　　　佐原地区

第2図　実験調査地点位置

くこの計数値の変換点付近が立川ローム層と武蔵野ロー

ム層との鏡界面と考えられる。このことから立川ローム

層の厚さは約2mと推定した。試験地点の位置について

は，第1，2図に，また，ボーリングによる地質柱状図

および土質試験結果注6）は第3，4図に示した。

3．載荷試験の方法

　3．1試験機具の準備

　載荷試験とは地盤の荷重反力の取り方を鉛直方向にし

た揚合における計測試験であり，今回新たに第5図に示

すような装置を使って実験を行なった。すなわち鋼製半

月型ビームを両端の特殊形状水槽の重量によって圧縮反

力を取る方法であって，水槽の重量が試験地盤に影響を

与えない範囲（載荷板の1辺の5倍以上離してある）外

に，定置できるようになっており，かつ偏心のない垂直

荷重が充分加えられ載荷板が傾斜しても，装置全体が横

倒れを起こさぬように設計され，すべての荷重は静荷重

として地盤に伝達できる措置が講じてある。載荷板は普

通用いられているもので，一辺30cmの正方形で厚さ

2．5cmの鋼製板である。荷重は50tの能力をもつ分離

式オイルジャッキと，これに連結する手動式オイルポン
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注5）7線（137Cs10mc），中性子（Am－Be30mc）の放射線利用によ

　　る地層の密度・水分に関する調査（金井実施）。

注6）武蔵工業大学工学部土質研究室に試験依頼して得た結果。
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試作した載荷試験装置のローム層地盤における実験結果について（安藤高明）

プを用いて加圧を行なう。

圧縮用の環状力計注7）（プルーピング・リング）は，

マルトーリングN・・105，容量5tW，較正係数C－1／100

mmで19kgのものを用いた。沈下量測定装置としては，

載荷板の対角線上に等間隔に配置した2個のダイヤルゲ

ージ（最小目盛1／100mmストローク30mm）を用v・，2

個同時記録の平均値を取って沈下量とし，測定地盤は地

表下0．75～0．8m掘り下げた面とした。

試験中は風雨・直射目光の影響を避けるため，試験装

置の中央主要部上をシートをもって覆うようにした。

3．2試験方法
佐原地点の場合　　試験荷重は一般に予想される地盤

の極限支持力を5等分以上に分割して，適用される。

本試験においてもこの分け方に従った。

　関東ローム層の場合，荷重に対する沈下量は10t／皿2

で2～3mm，15t／m2で5mm，25t／m2で10mm程度と推

定されているため，荷重段階は試験機の最大荷重25t／m2，

環状力計の容量5tWであることを考慮し，最大荷重に至

るまでを，一応6段階に分割して加えるようにした（第

1表参照）。

測定に先立ち，載荷板の設置には十分な注意が必要で

ある。本試験においては載荷板を設置すべき地盤を，鉄

製定規・水準器などを用いて水平・平滑に仕上げ，なお

小凹凸部分の補正も兼ね，載荷板と地面との間に乾燥し

た細・中粒砂を厚さ5mm程度散布して，地面と板面が均

一に接着するようにし，ジャッキその他の計器をセット

し，ならし荷重として0。2t／m2位の荷重を加え，荷重装

置の垂直度などを点検し，30分後抜重してダイヤルゲー

ジを零に合わせ，計時と同時に所定の荷重を加えて行く

方法をとった。載荷台と環状力計（プルーピング・リン

グ）とジャッキの接点は多少の偏心を修正し，常に反力

構成部が載荷板に対して鉛直方向に作用するよう考慮し

た球座を用いた。ダイヤルゲージの支持梁は，実験的に

第1表

段階

0
1
2
3
4
5
6

σkg／cm2

0
0．4

0．8

1．2

1．6

2．0

2．4

σt／m2

0
4
8
12

16

20

24

∠4。σ＝＝Pkg

　0
360

720

1，080

1，440

1，800

2，160

p環状力計
一＝ゲージのo　読み
0
18．9

37．9

56．8

75．8

94．7

113．7

備考

c＝19㎏
環状力計
の較正係
数

注？）武蔵工業大学工学部土質研究室の厚意により借用した。

半月型ビームの中央直下に連結されている正方形平板

に，アタッチメントを取りつけて，ゲージを読み取るよ

うにしてみた。

沈下量測定計時は，6段階のそれぞれの荷重におい

て，1・2・3・5・8・10・15・20・30・40・50・60分…

・・という間隔でダイヤルゲージの読みを取り，読みの差

が2／100mm以下になるまで，同一荷重を持続し，それ

以下になったとき，次の荷重段階に上げるようにした。

各荷重段階において沈下速度が15分問に1／100mm以

下になってから，次の段階の荷重を加えるのが良いとさ

れているが，本実験においては前述のごとくこの精度を

緩和して測定を行なった。荷重度は0，4kg／cm2から0・8

kg／cm2～2。4kg／cm2まで行なう応力制御方式であっ

て，荷重載荷段階を6段階とした揚合のプルーピング・

リングおよび下部の載荷板に働く荷重強さを示せば，

σ＝Pμによって第1表のようになる。この表に基づい

て，荷重増加操作を行なった。またプルーピング・リン

グの読みは，P／Cで表わすことができる。よって事前に

この数値を計算し，各段階において加える荷重強さとし

た。すなわちプルーピング・リングのゲージに表われる

指針数値が18，9であれば，加えられているカは360㎏で

あり，これをt／m2に換算すれば4t／m2となる。

　ここに，0：較正係数ゲージ1／100mmで19kg

　　　σ3荷重強さ（kg／cm2）

　　　オ：載荷板の面積（30×30）一900cm2

　　　P＝載荷板に加わる力（kg）

　載荷板，ジャッキ，プルーピング・リングなど死荷重

として，事前に試験地盤に加わる重量による沈下量は，

ダイヤルゲージで直接測定することは困難であるが，地

盤に及ぽすこれらの荷重を無視することはできない。自

重による沈下量を算出する式も報告されてはいるが，今

回の実験においてはこの荷重は，その地盤にすでに加え

られている自然荷重であると考えて，取り扱うことにし

た。よって計器類の自重による影響を除去する方法の一

っとして，計器類設置を前目に行ない，自重による沈下

が停止するまで，充分時間を取り，第1段階の載荷を開

始した。なお参考としてこれら載荷板・ジャッキなどの

試験前に加わる重量をあげれば，次の通りである。

　載荷板（30×30×2・5）c卑　　　17㎏

　50t用ラムシリンダー　　　　72〃

球座　　　　　　　　　14〃
　円筒台座（20×10）cm　　　　11“

支柱およびプルーピング・リング10〃

　　　　計’　　　　124㎏
　以上これらの重量を載せ，ある時間経過後，6段階の
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荷重を第1表によって加えた。

　まず粗の部分は油圧計により，精確にはプルーピング

・リングのゲージにより，確定荷重の読定を行なう。沈

下量は支持棒に取り付けた2個のダイヤルゲージで読み

取った。規定の沈下量に達してのち，次の段階に荷重を

上げて沈下量を測定して行き，最終段階の測定終了後

は，開始の時とは逆に順次載荷重を取り除き，地盤の弾

性的な復元がなくなるまで沈下量の測定を行なうように

した。

　岩槻地点の場合　　測定準備・試験方法その他全般的

には前者と同様であるが，ジャッキ，プルーピング・リ

ングの交換およびダイヤルゲージの取り付け位置の変更

などを行なって実験を試みた。すなわちジャッキは50t

用のものを25t用に換え，沈下量測定のためのダイヤル

ゲージ支持梁は独立支柱に取り付けた。プルーピング・

リングはマルトーリングP　L5－10799，容量5tW，較

正係数C＝1／100mmで12㎏のものを用いた。またこの

地点においては，ローム自然地盤と薬品による人エ的固

結地盤が支持力の点で何如に変化するかの対比も行なっ

てみた。

　プルーヒ。ング・リングの較正係数C－1／100mmで12

㎏のものを用いた時の荷重段階は第2表として示した。

載荷板，ジャッキなど，死荷重として測定前に加えられ

る重量は次のようである。

　　載荷板（30×30×2・5）cm　　　17㎏

25t用ラムシリンダー

球座

円筒台座（20×10）cm

第3表

段階

0
1
2
3
4
5
6

σkg／cm2

0
0．4

0．8

1．2

1．6

2．0

2．4

σt／m2

0
盗

8
12

16

20

24

z4・σ＝Pkg

　0
　360
　720
1，080

1ン440

1，800

2ラ160

　フ。ノレーピ
丑＿ングリン
C一グのゲー
　　ジの読み

0
29．9

59。9

89．9

119．7

149．9

180．5

備　考

29〃

6〃

11〃

支柱およびプルーピング・リング10〃

　　　　　計　　　　　　73㎏

第2表

0≒12㎏
（較正係
数）

　以上これらの試験前に加えられた死荷重に対しては，

実際上あまり問題にしていないようである。ただ前にも

述べたように，死荷重が試験地盤に影響を及ぼすこと

は，事実と考えられるが，本実験においてはこれらにつ

いての検討は行なわなかった。

　地下水位が載荷試験結果に大きな影響を及ぼすことは

周知のとおりであるが，本試験における地下永位面は，

佐原地点で地表下16．4m・岩槻地点で地表下5．3mと測

定1された。したがって，対象とした試験地盤面よ外か

なり下位に水位面が存在していたため，地下水の影響に

ついては一応考慮外におき，自然状態にあっては同一性

質を有するローム地盤と考えて，とりあっかった。

　フ。ノレーピ
丑＿ングリン
0一グのゲー
　　ジの読み

4．測定結果

段階

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

σkg／cm2

0
0．25

0．50

0．75

1。00

1．25

1．50

1．75

2．00

2．25

2．50

σt／m2

0
2．5

5．0

7．5

10．0

12．5

15．0

17．5

20．0

22．5

25．0

∠4・σニPkg

　0
225

450

675

900

1，125

1，350

1，575

1，800

2，025

2，250

O
l8．6

37。1

55．7
74：．9

93．5

112．2

130．8

149．9

168．5

188．2

備　考

0≒12㎏
（較正係
数）

　前項までに述べた方法によって測定された数値より，

時問一沈下曲線，荷重一時間曲線，荷重一沈下曲線をま

とめて描いたものが，第6図～第8図である。

　第6図は佐原地点の記録で，荷重増加とともに沈下量

は増大しても，その曲線には急折点が認められず，降伏

荷重度を示す点は，求めることが非常に困難であった。

そして最初予定した最終段階の荷重（24t／m2）を載せる

までに至らず，5段階目の荷重（20t／m2）で地盤破壊を

起こし，その状態が著しいため，この後に行なうべき抜

重による複元量の測定は不可能となり，止むなく試験を

中止した。この地盤状態から推定すれば，16t／m2～20

t／m2の間の荷重が，この地点における地盤の極限支持力

度と考えられる。

　第7図は岩槻地点のもので，佐原地点と同一層準（立

川ローム層）と考えられる地点での試験結果である。佐

原地点とは荷重段階を換えて実施したが，荷重一沈下曲

線は第6図とほぽ同様の傾向を示している。降伏荷重度

を示す点は，やはり求めることはできなかったが，載荷

重22・5t／m2に至って地盤破壊を起こしているため，こ

れが極限と解され，沈下量20mmの時の荷重度は20．8

54一（54）



試作した載荷試験装置のローム層地盤における実験結果について（安藤高明）
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第6図佐原地点（自然地盤地表面下0．80m）立川ローム相当層
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第7図岩槻地点（自然地盤地表面下0．75m）立川ローム相当層

t／m2であった。なお地盤破壊までの沈下量測定と，その後

の載荷重抜重による地盤の弾性的な復元がなくなるまで

の復元量の測定も行なった。荷重段階は第2表を用いた。

　荷重一沈下曲線に急折点がみられず，なだらかな沈下

状況を示すものについて，建築基礎構造設計規準によれ

ば，　“降伏荷重の％または極限支持力度の％，もしくは

総沈下量が20mmに達したときの荷重度の％のうち，い

ずれか小なる値を長期許容地耐力度とする”となってい

る。これにしたがって地耐力度を求めるならば，岩槻地

点では次のようになる。20mmの時の荷重の％は10。4

t〆m2，極限支持力度は22・5t／m2として，これの％は7・5

t／m2となる。よってこの地点の長期許容地耐力度は7・5

t／m2以下となり，極限支持力度において佐原地点の地

盤よりやや勝るとみられるが，佐原・岩槻両地点の同一

層準の地耐力度は，荷重一沈下曲線図からみてもほぼ同

様とV・うことができる。

　薬品処理を施した地盤（同一層準）の試験結果は，前

2者とは多少異なった曲線形を示している（第8図）。

　載荷方法は，自然地盤にっいて行なった10段階と佐原

地点で行なった6段階試験の結果がほとんど変わらない

ということが知れたので，荷重段階を佐原地点と同様の

6段階の載荷方法にもどして実施した（荷重段階は第3
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第8図
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岩槻地点（固結薬品処理後の地盤地表面下0．75m）立川ローム相当層
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第9図　自然地盤および薬品処理地盤の荷重一沈下曲線の対比
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表に示す）。

　荷重一沈下曲線はその初期から12t／m2に至るまで直

線的であり，それ以後の荷重16t／m2に至って沈下量が

やや増加し，荷重20t／m2となって沈下量が急激に増大

する傾向がうかがわれた。

　したがって荷重度16t／m2～20t／m2の聞に降伏点が

あると考えられ，6段階目の最終荷重24t／m2に至ら

ず，22。8t／m2で地盤破壊を起こした。以上のことから，

いま荷重18t／m2を降伏点の荷重とすれば，その降伏荷

重度はこの％として9t／m2となり，地盤破壊荷重22。8

t／m2から，長期許容地耐力度はこの％として7，6t／m2と

なる。

　第8図の荷重沈下曲線の状況から考えられるこの地盤

の長期許容地耐力度は，建築規準から7・6t〆m2以下と解

される。なお沈下量20mmの時の荷重度は22。3t／m2

であり，この％に対しては1LI　t／m2であるが，v・ずれ

か小なる値とするならば，7。6t／m2以下におさえておけ

ば，危険はないと考えられる。

　第9図は自然地盤と薬品処理地盤の荷重一沈下曲線で

ある。この曲線形を比較すれば，明らかに前者との問に

差異のあることが認められ，沈下量からその強度の増加

状態を知ることができる。これは地層の間隙が薬品によ

って密になったか，または地層粒子問の結合力が増加し

たことを示すものであり，多少なりとも薬品処理の効果

が現われたことを物語るものであろう。

　薬品処理地盤での試験結果では，最大荷重24t／m2を

載荷する予定で行なったところ，荷重度が20t／m2を過

ぎ22。8t／m2に至り，沈下量が急激に増大し，遂に破壊

状況を示したため，試験を中止し，抜重して復元量の測

定を自然地盤の時と同様に行なってみた。復元状態は前

者との間に量的な差を認められなかったが，強いて数値

で示せば前者は7。7mm，後者は6。I　mmであった。極限

支持力度はわずかの増加でしかなく，破壊時の強度を増

大するまでには至らなかった。しかし薬品の化学反応に

第4表

よって，地層の圧縮性を減少したという点では，第4表

に示すように，各荷重段階に対する沈下量の違いが明ら

かに認められた。

　すなわち同一地層に対する薬品処理前と，処理後では

この表からは地盤破壊時の荷重にはほとんど差がない

が，沈下量におV・ては2，5mmの差がでてV・る。

　地耐力度から考察される試験地点付近の立川ローム層

地盤は，柔らかい～やや堅いの中間にあるといえよう。

　地耐力度の荷重一沈下曲線からも知られるように，降

伏荷重度となる曲線の急折点が求めにくい原因の一っと

して，ローム層は火山灰起源による風成堆積物（おもに

陸上堆積層をさす）で，それに含まれる諸鉱物の風化・

緻密の度合や，軽石質・スコリア質などによる粒子間の

結合状態によって，他の地層に較べ，その間隙が大きい

ため，加えられた圧力が下位の土粒子に伝達されると

き，軽石やスコリアなど多孔質な部分が破壊され，その

堆積間隙を除々に縮少しつつ順次下達して行くためであ

ろうと考えられる。

載荷重

（t／m2）

4
8
12

16

20

22．5

22．8

自然地盤の
沈下量
　（mm）

1．1

3．2

6．6

11．8

18．2

24，0（破壊）

処理地盤の
沈下量
　（mm）

1．1

2．4

“．1

7．2

12．4

21．5

22．5（破壊）

復　元　量

両　地　盤
　　7．7mm薬品6，1mm

5．結　　語

　新たに開発試作した載荷試験測定装置を用い，関東ロ

ームにっいて自然地盤と薬品処理を施した地盤にっい

て，載荷試験の実験を行なった。従来この種の試験には

多大な準備・施設と面積および労力が費されるのが普通

であるが，この試作装置によれば施設・面積を縮少し，

迅速簡便にして能率的に設置測定ができ，経費の節約と

もなり，性能的な面からも地盤調査の活用に有効なこと

が確かめられた。

　試験は千葉県佐原市および埼玉県岩槻市のローム台地

上において実施した。対象となった地盤は，表層部分の

立川ローム層である。

　荷重一沈下曲線から，自然地盤と薬品処理地盤の降伏

荷重度にっいては，曲線形からみて決定することはでき

なかったが，地盤破壊を起こす極限支持力度（ultimate

be＆ring　c3pacity）と上載荷重に対する長期許容地耐力度

（allowable　bearing　value）は求められた。その結果は，

　自然地盤におけるもの

　極限支持力度………22．5t／m2

　長期許容地耐力度…7．5t／m2

　薬品処理地盤におけるもの

　　極限支持力度・・一…22，8t／m2

　長期許容地耐力度…7．6t／m2

　地耐力度から考察される試験地点の立川ローム層地盤

は，柔らかい～やや堅い，の中間にあり，強度的にみて

佐原・岩槻とも差はない。
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　また自然地盤と薬品処理地盤との強度差にっいては，

結果的にはほとんど現われなかった。この原因は，薬液

注入法では孔隙率が高いために流下速度の大きい表層の

固結は不充分であって，しかも載荷試験の有効深は・0．75

m削土した上層部に限定されたためにほかならない。薬

液の混合比を替えて流下速度を緩めたり，注入法に工夫

を凝らし，もしくは粘性を与えたり，据置期間を延長し

たりすれば，必ず測定値に相違が現われよう。

　第1次佐原現場の関東ロームに関する実験では，天候

の不順や期間の短かさの関係で，残念ながら完全な形で

は行なわれなかったが，その目的である新載荷試験装置

が地盤調査に適用でき，実用に向くとの確信を得た。

　さらに第2次岩槻現場の関東ローム地盤に対する完全

な過程を踏んでの実験では，一応の成果を挙げることが

できた。なお今後この試験装置の荷重伝達部分の改良を

加えるとともに，沈下量の測定に当たっては精度向上の

面からも，自動記録式にするよう考慮中である。
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